
「とべたかな?さあ　かこう1月
一第1学年　想画「ハンググライダーにのってそらをとぽう」の授業実践を通して-

・中　神　裕　子

1.はじめに

子ども達は,表現活動を好んでいる。これは,10年前も今もそう変わらない。しかし,表現に対

する子どもの意識や姿勢は少し変わってきているのではないか。つまり,最後まで続かず,ちょっ

と難しいことに出会ったりつまずいたりすると投げ出してしまう傾向があるようだ。特に自分自身

の心・内面を出しきる絵画表現になると,集中力に欠けるという傾向が強い。これは児童を取りま

く環境が,どんどん変わってきていることにも原因があるといえる。遊び場も,遊びもなくなり,

子ども自身が自分から動く場が少なくなったかわりに,どんどん増えているのは,テレビや漫画,

ファミコンなどから伝えられる様々な情報と視覚的映像。子どもは,ただ受け身になっていればよ

いという現代の状況が,子どもが自ら求めて表現するという活動を奪っているのではないだろうか。

子どもが自ら求めて表現することにより,感性は豊かになり,新しいものを創造する力が育って

くる。そのためには,学習の中で,子ども自身が,めあてをはっきりとらえ,追求する場の構成が

必要であると考え,本年度は特に「想画」に焦点をあて,研究をすすめた。

2.めあて追求のために

図工科における,めあてを追求する場の構成とは,子ども自らがめあてを設定し,そのめあて追

求のための自発的・積極的活動ができる場を構成してやるということである。

めあては,その題材全体にかかわるものと,一単位時間ごとに設置するものとがある。したがっ

て,めあての追求も,題材全体を通しての追求と,一単位時間における追求との二面が考えられる。

その両面の追求の相乗効果により,題材全体として,より質の高い追求となっていくのである。

そこで,自ら求めて表現する子どもを育成するために,次のような研究仮説をたてた。

仮説1　子ども自らの思いがくみあげられためあてであれば,表現意欲は持続するであろ

う。

仮説　2　　低学年であっても,活動の中に発見や次のめあてを生むことができるものを仕組

んでやれば,より質の高い豊かな表現をしていくであろう。

仮説　3　　子ども相互の支えあい・励ましあいの場を設けることにより,表現意欲は高まり

満足感を得ることができるであろう。

以上3つの研究仮説を検証するため,「ハンググライダーにのってそらをとほう」という一題材

を取りあげ,題材全体を通しての追求と一単位時間における追求の両面から考えてみた。

以下,その実践について述べることとする。

3.授業の実際　　第1学年　「ハンググライダーにのって　そらをとぽう」

(1)題材について

ハンググライダーに乗って空を飛ぶというテーマの本題材は,現実と想像が同居している低学

年にとっても,そのものになりきって主体的に表現しやすい題材であり,さまざまな憩の拡大と

新鮮な空想が期待できる題材である。

こういう想像的・空想的表現の経験を積み重ねることによって,豊かな想像力を伸ばすことが

でき,創造的心情の啓培につながると考える。
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(2)仮説検証のための方策

①　題材全体を通して　-

こ.の題材は,第一二次・第二次・第三次の三つから成りたっており,全体から見ると,、第一次

着想,第二次　構想・表現(追求),第三次　鑑賞(まとめ)という流れになっている。

指導内容と計画は,次のとおりである。

ア.仮説に対する方策

④　仮説1に対する方策

(変身ごっこ)

第一次着想段階において,話し合いと動作化の中で,子ども自らの思いをくみあげ,め

あてを作る。

⑤　仮説2に対する方策

第二次構想・表現段階において,めあてをより一層追求させるため,活動の中に発見や

次のめあてを生むことができるものとして,動作化に加え,Ⅴ▼TR視聴を入れる。

①　仮説3に対する方策

第三次鑑賞段階において,子ども相互の支えあシ、励ましあいの場として,・個々の思いを

伝えることのできる鑑賞の場を設定する。

②p　一単位時間において(第二次　第1時)一

ア.仮説に対する方策

㊤　仮説1に対する方策

着想段 階 にお いて, ハ ング グラ イダーに対す る.興

味 ・関心 を喚起 す る。 (自分 も飛 びた いなあ)

0初めて見た驚き

。教師の服装

ヘルメット・ジャンプスーツ・手袋

身体確保ベルト(ゼルブスト)

⑤　仮説2に対する方策
構想段 階 におい て, ハ ンググラ イダーに乗 って

飛 んでい る 自分 のイ メージ を拡 大化 させ , 焦 点

化 してい く。 (飛 んで いる 自分 に な りきる)
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◎　仮説3に対する方策

構想段階, 鑑賞段階において, それぞれの想 を

認めあう雰囲気を作 る。 ー{
0日分の思いを話す場

0友だちの作品の良いところを

見つけさせる。

以上,3つの仮説に対する方策を講じた一単位時間の授業を設計した。

ィ.本時の目標

○　ハンググライダーに乗って空を飛んでいる自分になりきらせて,想像させる。

○　ハンググライダーに乗って飛んでいる自分の姿と,自分の飛んでいきたいところを,

ゆっくりとした線でかかせる。

ウ.準備

(児童)　パス

(教師)　ハンググライダー模型(大・小)vTR,大型VTR映写装置

ヘルメット,ジャンプスーツ,固定金具(命綱)

四つ切り画用紙,画板

工.指導過程

学　　　 習　　　 過　　　 程 指　 導　 上　 の　 留　 音　 ′卓 学習展開の教師の意図

1・ ト ンググライダーについて知る I
1. 着想段階

・ハ ンググライダーの イメージをはっきりさせ (1) 実物のハンググライダーを見て, 日はくぎづ
】

形　　　　 色　　　　 働　　　　 し

き　　　　 く

み

巨 車重 ]

2. 巨 " ライダ忘 言分を可

亘 す る

巨 一合 う

l自分の; うす　 亘 うす l

3 I線 で あ l ら わ す l

】

車 = 至 す -

4. 恒 ち の 作 土 を 見 合 う l

l

5・ 恒 始 末 をす る I

るためハ ンググライダーの実物模型を用意 してお けにな り等きの声 を発すれば, 興味 ・関心が

く。 喚起されたといえる。

・模型には布をかぶせて児童の日にはふれないよ (2) ハ ンググライダーだけに日が向いた興味 ・

うにしておき初めて見た驚きを大切にさせる。 関心から. 自分 も先生みたいな服装をして乗っ

・教紬がハンググライダーに乗る服装をしてみせ

る。

2 . 構想段階

・ハンググライダーに来っている自分にな りきっ

てみたいという気持ちになるであろう。

(3) 映像 を見て無音織のうちに声を出たり, 来っ

て空想させるために, V T R を見せる。

完二‡ニ‡孟‡; 冒票ぷ姿} 票誓 言きり

ている格婦をするであろう。

(4) 疎音識から意識的に格好をすることにより

・臨場感 をださせ るため V T li テレビは, 大き

なものを用意する。

・乗っているつもりで動作化させる。

イメージ拡大させる。

(5) 友だちとの話し合いの中で. 自分の飛んでい

・自分やまわ りの ようす を友だちと話し合わせ る姿 ・飛んで行きたい所がはっきりしてくるで

ることによりよりいっそうイメージをはっきりと

させる。

3 . 表現段階

・占いパスのみ取 り出音せ, ゆっくりとした線で

あろう。

匪 豊 雲芸三豊 冒禁 票票」 l

(61 置いてある実物模型や, 上からつ りさけてあ

かかせる。 る模型 を見せたり, 動作化をさせれば, 表現へ

・ハンググライダーに乗っている自分と. 飛んで

いきたいところの両方が面両に入ることを条件と

する。

・机開巡視 して想の まとまらない子の個別滑車に

あたる。

4　 鑑負段階

・友だちの作品の良いところを見つけ認め合わせ

の抵抗は少なくなるであろう。

(71 本時のまとめであり, 次時の線描のつづき

ることにより次時への意欲づけをはかる。 彩色の竜欲につながる。
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オ.学習の流れと子どもの反応.
1

㊦　着想場面において;(興味・関心喚起)
1

布をかぶせたハンググライダニを見せ, いろいろ予想させたところで,布をとってみ

せたが,期待したほど,驚きはなかった。子どもがぐっと引きこまれ,集中していった

のは,教師が,ノ、ンググライ.ダーに乗る服装を七七みせたとごろからである。

T.「先生ね,このままでも飛べるんだけど,このまま飛んだらどうですか。」

P.「あぶないよ」「ふくがよごれる」「おちる」「頭をうつ」「足のほね、を輌っちゃう」

T_.「そうですね。あぶないので,服装があ鳥人です。今日は飛ぶら~もりで,その服装を

持ってきました。」と着はじめる。

P.「あーっ」(一斉にどよめき)

T.(みんなの前で袖を通しながら)「どうですか。」

P.「カッコいい」(にぎやかな笑い声)

T.「体をちゃノんとハンググライダー・にぐっつけとかな・くてはいけないので,こんなつな

をつけます。」「これが,1・命の綱をのです。」l(後ろむきで見せる)'

P.「あーつ」

T.「頭を打っちゃうから-」

P.「ヘルメット」「ははは,おもしろい」

T.(実際に,ハンググライダーを持つ)

P.「あぶない」「わあーつ」「ほんまに飛ぶかも知れ

ん」

T.「こういうふうに持って風を待つのよ。上に上が

ることもあるし,ゆれたり,下に向けていったり。」

(実際に,傾けてみせる)

T.「どうですか。中神先生,とべそう?」

P.「うん,とべそう」「とべそう」「とぶとこ見てみたい」

T・「今日は,先生だけでなく,皆さんもノ「ンググライダーに乗って,空を飛びます。」

(「ハンググライダーにのって空をとほう」のカード提示)

P.「えーっ,えーっ」(驚きと喜びの入り混じったどよめき)

⑦　構想場面において(拡大化)

T.「ハンググライダーに乗ったら,どんなふうになるのか,ビデオをとりました。みん

なも,飛んでいるつもりで見てみてね。」(大型テレゼに映す)
I

P.(ハンググライダーに乗る前の姿,乗ったと見える風景など,「心に見る。一緒に動

作はせず,見るだけで精いっぱい)

T.(高度が上がったり,急降下したり,曲がったり

などの変化が見られるところから)

「じゃあ,みんなも,今度は一緒に飛んでみるよ。

恰好してごらん。」

P.(ほとんどの子どもが,腕を前に出して,棒をも

ち飛ぶ恰好をする)

(急降下の画面で-腕を下にしつつ)

「わあーつ,きゃあーつ」「あぶない上l
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(曲がりくねる画面で-腕を右へ左へゆらしつつ)「きゃあ,目がまわるよ。」

(アメリカの自由の女神の画面で)「あっ,あれ知っとる。」

T.(草原を走るポニーを上から見る画面で,)「手をふってあげよう。」

P.「あっ馬」「ポニーに乗ってる」「おーい」(みんな,うれしそうに手を振る)

T.「じゅあ,そろそろ降りますよ。」

P.「あーあ,やっと帰った」

T.「ハンググライダーに乗った気持ちはどうでしたか。」

P.(ほとんどの子が,勢いよく手をあげる)

「気持ちよかったです。」

「いっぱい風が吹いてから,髪がパァーとこうなってから(身ぶり),すごい涼しかっ

てから,心臓がギクッと止まるかと思うた。」

「おもしろかったです。」「なんか,海に落ちそうたなりました。」「ポニーに乗ってい

る人がいたので,バイバイって手をふって,楽しかったです。」

T.「どんな恰好で,飛びましたか。」

P.「急降下の時,こうやって……。」(手を前に出し,足をのばした恰好をする)

「スッパマンみたいなかっこうで,飛びました。」

「飛んだ時,足を少し曲げて飛びました。」

(焦点化)

T.「今度は,みんなが本当に飛んでいきたいところにいきますよ。さあ,みなさんは,

どこへ飛んでいきたいですか。自分の飛んでいきたいところを,頭の中にうかべましょ

う。」

P.(目をつむる。手を目にあてたり,顔をふせたり-)

T.「頭の中に浮かびましたか。」

P.「はい,はい」(元気な声)

T.「では,立って下さい。」

P.(全員立つ。何が始まるのだろうかという顔をしている子もいる。)

T.「飛ぶためには,まず恰好をちゃんとしようね。では先生といっしょに,はきますよ。⊃」

「ジッパー,……金具……シッポ……」

P.「わあ,変身だ」(子どもたちは,どの子も,一生懸命,動作化する。金具がしっか

りついているかどうか,キュッキュッと引っぼりあげる動作まで-すっかりなりきっ

ている。)

T.「ハンググライダーを持ちあげるよ。ぐうーっと。」

P.「ぐうーっ」(力が入った声)

T.「風がくるのを待とうね。風がこなきゃ,フワ一つと乗れないからね。」

P.(子どもは,しっかり中腰になって,前方を見つめている。)

T.「あっ,風が吹いてきた。いい風だ-。そら,飛ぼう。」

P.「ふわあん」(自然に,声が出る。浮かびあがるような動作も)

T.「さあ,何が見えるかな。」

P.(飛ぶかっこうをしながら)「川」「小さく見える」「UFOJ「入道雲」

(途中,手をかざしたりしながら,わいわいと楽しんで,飛んでいる。)
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T.r「さあ,そろそろ帰りますよ。」(トトトトと,

走りながら止まる恰好)・

T∴　√みんなはどんなところへ行ってみたの?」

丁飛んでいるつもりになって 絵をかきましょ

土虫J

P.・(最初のうちは,みんなの様子を見ている子,

楽しそうにとなりの子に自分が見たものを話して

いる子,相談している子もいる。が,ほとんどの

子は,さっと取りかかる。かきすすめるにしたがっ

て,声は少なくなる)

(3)結果と考察

前述の第二次1時のような丁追求」を経てできあがった作品と,それ以前の作品(第一次2時,

を比較していけば,おのずから,仮説に対する検証になると考え,両者の作品内容の比較検討を

行った。

①　作品に描いていたもの

第一次第2時の作品(以下1枚目とする)

は,r変身ごっこをする中で,子ども達の1「鳥

になりたい」という願いをとりあげ,屋上に

上がって動作化をさせた後,描いたものであ

る。自分達の思いがくみあげられたというこ

とで喜んで描いたが,その内容を見ると屋上

の上から見えたものにとらわれすぎているこ

とがわかる。(右図参照)動作化は,子ども

の活動を活発にするけれど,それだけでは限

界があるといえる。

第 一次第 2 時の作 品 に 第二次 第 1 時後 の作 品 に

描 か れて いる もの 描 かれ てい る もの

① ビル　 ② 鳥　 ③ 人　 ④ 遊具 ① ハ ン ググ ライ ダー (全 員)

⑤ 山　 ⑥雲　 ⑦ 学 校　 ⑧ 川 ② 人　 ③ 木　 ④ 家　 ⑤ 山

⑨木　 ⑲家　 ⑪車　 ⑫太 陽 ⑥ 鳥　 ⑦ ビル　 ⑧ 太 陽　 ⑨ 雲

⑬橋　 ⑭運動 場　 ⑮ 屋上 の さ ⑲動 物　 ⑪ 川　 ⑫ 車　 ⑬ 花

く… … ⑭ け む り　 ⑮ 魚 ‥‥‥

以下　 魚, 店, 池 , 電信 柱. 以 下　 自由の女神 , に じ, 橋

公園 , プ ール, えん とつ ㍉畑 遊 具, え ん とつ, 公 園, 池 ,

海, くじら, ほ う し, りん ご

計27種

城 , 信号 , 海, 流れ星 , 日の

丸 , 工場 , 外 人 , タワー, き

こ り, 火山 , 遊 園地, 船, 学

校 , 階段 , くじ ら, 田ん ぼ,

U F O , 滝, 灯台 , 気 球

… ・_‥等 々

計 50種 以上

第二次第1時では,第一次を受けて,めあ

てをより一層追求させるため,活動の中に,発見や次のめあてを生むことが,できるものとし

て,動作化に加え,VTR視聴を入れた。その結果が,上図「第二次第1時後の作品(以下2

枚目とする)に描かれているもの」である。1枚目27種から,2枚目50種と,倍近く種類が増

えており,学校のまわりから,もっと目が広がっていき,子ども弓圭一人一人の個性が表われた

ことがよくわかる。想が広がっていったということで,VTR視聴が,追求のきっかけとなっ

たといえる。また合わせて,第一次の着想段階が,このような作品を生む重要な素地になって

いたとも考えられる。

②　描いている内容から

1枚目と2枚目の内容をもっとくわしく見ていくことにする。内容の深まりが,もっとも,

顕著に表れるのは,自分自身の表わし方であると考え,1枚目の自分自身(鳥)・2枚目の自

分自身(ハンググライダーに乗っている自分)を,どう描いているかを見てみた。

1枚目の作品では,何が見えるかばかりに目がいっており,鳥になった自分を描いている子
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は,3分の2弱の24名であった。しかも,それは,横向きに羽を広け

て飛んでいる概念的な姿がほとんどであった。

それが,2枚目の作品では,全員がハンググライダーを措いている。

その描き方は,どれ1つとして同じものがない。ハンググライダーで

横むきになって飛んでいる姿・風に吹きとばされそうになるのをしっ

かり受けとめている姿・飛びたとうとしているところ・山におりたっ

たところ・手をふっ

たりピースしたりし

ている姿・急降下し

ているところ・口を

への字にむすんだ前

からみた姿……。

特徴的なことは,

金具をしっかりと

握っている姿が多かったということである。これは,教師が服装を実際にしてみせたこと,V

TRを見ながら子ども達も飛んだつもりで動作化したことが,影響しているのであろう。

このように1枚目に比べて2枚目の表現に深まりが見られるのは,第二次において,概念に

とらわれないものを提示したことによるものであろう。

③　子どもの作品から

-
川
ガ
男
男
か
打
.
射
引
出
叫
宥
‥
石
目
㍗
色
.
出
方
.

.
た
ま
.
空
の
鼻
よ
り
・
た
4
、
い
、
づ
布
う
に
い
さ
へ
い
ケ
勺

.
1
1
.
.
.
-
-
-
.
-
-
.
.
.
t
.
.
■
■
.
-
.
.
.
一
.
.
-
.
.
.
.
.
.
.
-
.
.
:
.

虎
煮
㌣
星
の
は
て
4
に
い
.
す
み
■
よ
′
し
た
.
そ
こ
ィ
与
り
(
む
一
†
そ

1
-
.
1
'
-
-
-
-
-
.
-
-
-
-
-
-
-
-
・
-
1
-
-
-
・
-
-
-
-
け
.
-
.
-
.
.
.
-
t
.
.
-
.
.
.
.
.

に
か
・
ヽ
あ
た
り
を
よ
く
も
へ
れ
ゎ
t
-
4
㌔
.
4
K
雲
い
ト
斤
・
九
か
バ

く
り
L
を
L
t
で
ィ
・
r
L
E
=
く
と
・
r
子
が
ぞ
ィ
.

右
京
最
主
.
男
年
㌫
果
す
右
、
.
五
五
一
1
㌢
ん
若

し
「
々
J
4
.
甘
.
′
ヽ
吐
ピ
ー
入
イ
ケ
・
7
し
手
チ
し
た
.
々
乙
へ
・
な
か

.ヽ
如
l
r

:
し
舎
圭
、
げ
.
乙
.
昭
か
h

l
‥
車
省
告
京
子
畑
㌣
慰
告
l
L
V

:
れ
L
L
t
.
へ
λ
仁
㌧
か
え
せ
亡
は
、
す
ご
く
は
や
‥
・
久
r
・
ド

ゴ
宮
古
ト
圭
∴
れ
l
外
賓
、
H
へ

l
い
ぞ
h
聖
書
亘

-
1
-
-
1
ヽ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
.
-
-
1
●
-
1
-
-
.
.
1
-
1
1
.
.
.
.
.
1
1
-
.

イ
も
う
㌔
・
1
し
ト
t
す
C
ざ
大
仁
ど
う
r
か
ー
た
で
受

対
叫
れ
・
y
y
U
㌢
圭
一
‥
k
l
r
1
-
い
乍
l
巾
む
㌘

J
L
.
こ
.
・
イ
と
、
そ
れ
い
て
.
曳
・
h
.
主
檻
ゞ
つ
み

㍉
告
.
小
骨
㌫
小
声
苺
容
れ
.
中
射
〓
件

可
算
J
L
彗
㍉
、
射
し
君
.
1
.
:
-
1
.
.

1枚目,上から見たプールの絵

2枚目,ハンググライダーに乗って飛

び出した宇宙の絵

A男の1枚目から2枚目への想の広が

りは目を見張るものがある。

A男は,VTR視聴により,

「ああいうところへ行けるのか,こう

いうところへも行けるのか。」と,想を

拡大し,「そうだ。ぼくは宇宙へ行きた

いんだ。」と,自分の飛んでいきたいと

ころをはっきりさせた(焦点化)典型的

な例である。
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1枚目は,遠近法を用いた風景,1年生の

措く絵とは,とても思えない。頭で描いてい

る部分が多い。

2枚目,ハンググライダーにしっかりとつ

かまっている自分を大きく描いた子どもらし

い作品になっている。

動作化,話し合い,VTR視聴などの追求

過程を経て,自ら求めて表現した作品の例で

ある。

④　鑑賞後の子どもの感想から
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第三次,お互いの絵を見せあい,良いところを見つけあうという鑑賞の時間を設定した。

子どもの感想を聞いてみると,自分のを見てもらったり友だちの作品が見れてとても良かっ

たという子が28名,まあまあ良かったという子が7名,良くなかったという子が3名であった。

良くなかったという子の理由は,まだ完全にしあがってなかった,はずかしかったという'こと

であり,全くいやというわけではなかった。

このような鑑賞の時間等を通して,低学年のうちから認めあう雰囲気づくりを大柳こしてい

くことが,自ら求めて表現していこうとする子どもを育てる一つの力となっていくと考えてい

る。意欲的な「自分」の陰には,支えられている「自分」があるということを,少しずつでも

自覚させていかねばならない。

以上,1枚目と2枚目の作品の比較検討・子どもの感想等から,最初にたてた研究仮説は,

大まかな点では,検証されたといえるであろう。

ただ本題材を終わってみて反省しているのは,追求場面である第二次第1時の授業の,表現

に入る直前の教師の発間　「飛んでいるつ.もりになっ 絵をかきましょうね。 である。発

間するまでもなく,子ども達は十分に意欲をもち,自分の飛んでいったところをみんなに伝え

たいという気持ちになっていたはずである。教師の側から一方的に出さなくても,子ども側か

らの「絵をかいて教えてあげるよ」という気持ちを引き出すことは可能であった。そういう気

持ちを引き出すことが,「自ら求めて表現する子どもを育てる」ことになるのである。結果的

には,教師の発間にかかわらず,子どもは主体的に表現していったが,教師が子どもを引っぼ

りあげるという意識ではな一く,子どもの伸びる力に手を貸し支えるという意識を常に持って子

ども達に臨まねばならぬことを再認識した。
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